
入学者に関する受入基準 看護学部 

 

アドミッションポリシー 

 

東京女子医科大学では、女子に医学ならびに看護学の理論と実際を教授し、創造的な知

性と豊かな人間性を備え、社会に貢献する女性医療人を育成するとともに、深く学術を研

究し、広く文化の発展に寄与できる人材の養成を目的としています。 

本学の目的をふまえ看護学部では、多様な文化に柔軟性と創造性をもって受け入れつつ、

科学的思考と人間性に基づく優れた看護実践者を養成することを目指します。そのため医

学部との合同校舎という恵まれた環境で高齢多死社会を見据えた地域医療と先進的医療を

学び、保健医療福祉チーム医療による医療・ケアの継続性について探求します。 

未来に向かって思考し主体的に取り組む姿勢を育てるため、本学の教育は学生自身が問

題意識をもち、自らの力で知識と技術を発展させていくことを期待しています。 

そのため本学では、幅広い視野を身につけ、自ら能力を高め、問題を解決していこうと

する意欲に燃えた学生に広く門戸を開いています。 

入学者の選抜において、試験問題の内容は高等学校できちんと学び，身につけた力で解

くことのできる基礎的なものであり、高等学校教育段階において達成を目指すものと同等

です。入学後の教育に十分に対応できる資質として，文系・理系にとらわれず幅広く学修

し，国際的な広い視野と外国語の基礎的能力を備えていることを重視します。そのため，

知識を詰めこむことよりも，持っている知識を関連づけて解を導く能力の高さを重視しま

す。東京女子医科大学は，志望する皆さんが以上のことを念頭に，高等学校までの教育か

ら学業のみならず部活動やボランティア活動など、できるだけ多くの経験から，できるだ

け深く学ぶよう期待します。 

 

看護学部が求める入学者像 

① 看護への強い関心を有し、医療人として社会に貢献する意欲の高い人 

② 主体的に学ぶ姿勢と、自ら問題を発見し解決していく態度を備えている人 

③ 豊かな感性を備え、人間関係を育む力を有している人 

 

 


